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　日本聖書神学校の学生寮は一人一部屋の個室ですので、一定のプ
ライバシーが保たれながらも、共同生活を通して主体性、協調性、
責任感などを身につける良い修練の場となっています。食事会やク
リスマス会などの行事や早天祈祷会、寮会を行っており、寮生全員
で協力し合って年間の計画を実施しています。
　ほとんどの神学生が働きながら通う夜間の学校のため、体力的に
も時間的にも厳しい環境で学ぶ神学生にとって、校舎に隣接する寮
があるのはとても大切なことですし、励ましあう仲間とともに暮ら
すことは、とても心強いものです。
　トイレ、浴室は各フロアに共同のものがあります。共同スペース
は掃除当番を決めて、寮生が清掃を行います。また洗濯機・乾燥機・
冷蔵庫も共用のものが備えられています。
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　学生自治会は、日本聖書神学校の創立精神に基づき会員の自治により信仰
の錬磨、学術の研鑽に励み、将来伝道者となる資を高め、進んで校風の発揚
に寄与するために、相互の団結、親睦、互助を図ることを目的に、組織され
ています（学生自治会会則より）。
　新入生歓迎会や卒業生を送る会などのパーティーを催したり、学術講演会
の企画、会報の発行、オープン・キャンパスの開催に加え、カリキュラム部
では、神学生が将来伝道者となるためになにが有益なカリキュラムであるか
なども、教授会と共に考えています。

日 月・金 火～木

実習教会での
フィールドワーク

【1 限】18：00 ～ 18：45
　　（礼拝） 【1 限】18：15 ～ 19：45

【2 限】18：50 ～ 20：20

【2 限】19：55 ～ 21：25
【3 限】20：30 ～ 22：00

• 月～金に各 2 コマの授業と、月曜日・金曜日に全校礼拝があります。神学生が
• 説教や司式等を担当します。
• 前期（4 月～ 7 月）・後期（9 月～ 1 月）のセメスター制となっています。
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本校では、神学教育は教室における授業だけで完結されるものとは考え
ていません。将来、牧師の職務の現場（フィールド）となる教会に対す
る理解には、「実習教会」における「教会実習」が欠かせません。神学教
育は教会の諸活動と密接に関わっているからです。そこで神学生の出席
教会には、礼拝やＣＳはもちろん、教会の意思決定プロセス（役員会・
長老会など）やその他牧師の様々な牧会実践も実習させていただけるよ
うにお願いしています。 ��q�î	6

$9�G!¢�é!¢�t

� ( 4 F  �

�Ž
³�s(�



５

　「神様がいったい何を語りかけられているのかを知りたい。」それが聖書の学びを始めるきっかけでした。何もわから
ず参加した神学基礎講座の授業の楽しかったこと、神学校の礼拝堂の十字架を見上げながら「いつか神学生としてこの
学校に通うことができたら、どんなに素晴らしいだろう。」と思いつつも、叶わぬ夢と考えていたあの日。正科生を目
指して聴講生になったにもかかわらず、自分が牧師となるような器ではないとわかり始めると、正科生への受験に踏み
切れず悩む日々を送りました。神様に祈っては考え、時には泣きながら祈り、受験はやめようと決めた時にすべては逆
の方向へと進んでいきました。本当に神様のなさることは不思議としか言いようがありません。
　だからこそ、もし今あなたが神学校へ入学を考えているなら自分自身に問いかけてみていただきたいのです。「覚悟
はありますか？」と。
　神学校の４年間（あるいは５年間）は本当に短い！学びは楽しいですが、仕事を続けながら夜間の授業を受けるのは
楽ではありません。それでも授業中にクラスの中で熱い議論が交わされることも多くありますし、学生同士が仲間とし
て互いに励まし合うことが支えになります。そして何よりも多くの教会や教職員・諸先輩方に守られ祈り支えられてい
るからこそ、私たち学生は学びを続けていくことができるのです。神学校での学びが深まれば深まるほど、自分の未熟
さを実感し、より聖書のみ言葉の奥深さと神様の豊かな恵みに気づかされます。その体験を多くの方々にしていただけ
たらと思っています。
　神様は『働き手』を求めておられます。立派な人物かどうかではなく、神様に従う覚悟がある者を呼ばれているのです。
その声があなたには聞こえますか？

神様に従う覚悟 星野  香（４年）

58 期　小友 睦
（二戸教会牧師）

　神学は現場を離れて学ぶことはできません。私が 1 年の時の説教学の関田寛雄教師は「神学校を卒業したら教科書
もノートも捨ててしまえ」と、教会での牧会の中に神学があることを熱く語りました。礼拝学の今橋朗教師は「目白
の神学ではこの世界では通用しない。あなた達が与えられた地で新しい神学を作り出してほしい」と卒業生を送る会
で語り、送り出されました。
　私は卒業後 8 年間は首都圏の教会に仕えました。初めは誰もが牧会、説教、教会運営などで悩み、それらで手一杯
でしょう。それらを経て今、奥羽の外れの山に囲まれた小さな教会に遣わされて、嘗て神学生時代に言われた「送る
言葉」が実際にそうなのだと気づかされるのです。福祉施設での働きの中では、疲れを知らない程に遊び回る子ども
達に「神さまってどこにいるの」と聞かれます。日々の保育園での生活の中で自分自身で祈る言葉と格闘する姿に小
さな信仰者の姿を見ます。子ども達と遊び、しょうがい者と対話することから新たな神学の発想が湧きました。地域
で平和運動をする有志からのお願いで憲法についての学習会をし、それも牧師としての立場が求められ、街頭に立ち
スピーチもします。町内会の班長として近所の方々との人生相談も大切な交わりです。農業が主産業のこの地では自
然環境との関わりも生活に直結する教会の課題です。それらに誠実に関わることが地域にある教会の牧師として見ら
れてもいるのです。更には教区や教団での仕事も与えられています。その中で神学校では学びきれなかった（教科書
にはない）神学の課題が培われてきました。
　神学校の講師は夫々が牧会をしながら、学生達と対話をしつつ、そこで生じる神学的課題と格闘している、一人の
牧師の生き様を皆さんは目の当たりにすることでしょう。そこで同じようにして格闘している仲間から答えのきっか
けも与えられます。私が献身を志している方に送る言葉、それは「神学は生きるための無限の可能性」を提供し続け
ているということ。その入り口に立てることは正に神の恵みです。

豊かな神学の入り口にようこそ

卒業生からのメッセージ

在校生からのメッセージ



後援会が日本聖書神学校に充分な貢献をするためには日本全国の教会、伝道所の皆様のさらなる御協力が不可欠です。
どうぞ福音宣教のための伝道者を輩出する日本聖書神学校そして後援会の働きを憶えて、お祈りと共に今後とも日本
聖書神学校の後援会をお支え下さい。

後援会活動とは？ 
　後援会は、全国の教会、伝道所、信徒の皆さんからお捧げいただいた献金
を日本聖書神学校に助成金としてお捧げしています。この助成金から神学生
で経済的な支援を必要として居られる方に奨学金が拠出されています。

　後援会はこれからも後援会活動の輪を全国に広げて行き神学生が経済的な
不安を持つことなく安心して学ぶことが出来るように、より確かな本当の意
味での後援会になりたいと願っています。

　後援会は神学生を奨学金という形でお支えしていますが、後援会自身は全
国の教会そして教会に連なる多くの皆様のお支えによって成り立っています。

後援会会長　菊池公平
（目白教会 信徒）

合計　306 万円

奨学金実績（2017 年度）

　JBTS 奨学金 14 名

　砧教会奨学金 １名

　信濃町教会奨学金 １名

　小林ミチエ奨学金 １名

　嘱託職員奨学金 １名

後援会会長からのメッセージ 
　コリント前書に「神は、宣教という愚かな手段によって信じる者を救おうと、お考え
になった」とあります。神は御自身の計画を人間の抵抗など許さない形で成し遂げるこ
とが可能であるにも関わらず敢えて愚かな手段、すなわち宣教の愚かさによって福音を
宣べ伝えるという不完全な人間の業を用いて居られるのです。それは「二度と洪水によっ
て肉なるものがことごとく滅ぼされることはなく、洪水が起こって地を滅ぼすことも決
してない」という神の契約と「独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得る
ためである」という主の約束、福音の成就を宣べ伝えるためです。従って御言葉を説き
明かし、福音を宣教する伝道者は、主御自身が求めて居られるわけです。
　日本聖書神学校は、日本で唯一の昼間働きつつ、夜学ぶことが出来る夜間の神学校です。

「わたしについて来なさい。人間をとる漁師にしよう」という主の招きの御声によって召
命感を与えられた方の入学を心からお待ちしています。日本聖書神学校で学ぶことによっ
てあなたの求めているもの、あなたに求められていることが与えられると確信していま
す。どうぞ日本聖書神学校の門を叩いてください、そうすれば必ず開かれます。

オープンキャンパス

神学校授業体験週間

第７回 献身志願者の集い

６

神学校の授業を実際に体験できます。

どんな授業をやっているのか興味のある方、神学校入学を考えている方は、ぜひ出席してみてください。

日　時：2017 年 11 月 13 日 （月）～ 17 日（金）18:00 ～ 22:00（火・水・木は 18:15 ～ 21:25）
＊体験希望の方は事前にお申し込み下さい

新しい時代のキリスト教～＃なぜキリスト教なの？
日　時：2017 年 10 月３日（火） 18:00 ～ 21:00

＊入学相談会なども行いますので、神学校への受験を
　お考えの方はぜひおいでください。

神学校ってどんなところ、そこで学んでいる人はどんな思
いでいるのだろう、ということに関心をお持ちの方は、こ
の集いに参加されることをお勧めします。神学校に宿泊し、
神学生たちと共に語らい、食事をすることなどを通して、

献身することの現実を感じることができるでしょう。

日　時：2018 年７月 15 日（日） ～ 16 日（月・休）
＊参加希望の方は事前にお申し込み下さい

　　　　　　　　　『信徒の友』にも案内を掲載します。

学びを支える「後援会」

まずは神学校へおいでください



〒 161-0033 東京都新宿区下落合 3-14-16

学校法人 聖経学園　日本聖書神学校
Tel: 03-3951-1101　Fax: 03-3951-3044
E メール：jbts@jbts.ac.jp
ホームページ：http://www.jbts.ac.jp/

交通案内

目白駅より徒歩 8 分

秋季入学試験
出願期間  2017 年 10 月２日（月）～ 10 月 26 日（木）

試 験 日  2017 年 11 月７日（火）

春季入学試験
出願期間  2018 年 1 月５日（金）～ 2 月２日（金）

試 験 日  2018 年 2 月 15 日（木）～ 16 日（金）

受験資格
1. 大学卒業者またはそれと同等の学力を有すると本校において認められた者。

2. 受洗後２ヶ年以上の忠実な教会員であり、伝道の召命を受け、所属教会牧師と役員会の推薦するものであること。

＊日本基督教団以外の教派からの献身者も受験することができます。
＊最終学歴が大学卒業でない者にも「正科生に準じる者」として入学を許可する場合があります。
   ただし、入学後、本校が必要と認める学科について所定の単位の修得が必要となります。

入学試験・募集要項

試験内容
1. 召命に関する短文（1,200 字程度）
　伝道者を志すに至った動機と、当神学校受験の事由を記述すること。
2. 筆記試験　旧約聖書、新約聖書、英語、小論文
3. 面接

出願関係書類（1.4 は本校所定の書式による）
1. 願書
2. 最終学校の卒業証明書
3. 最終学校の成績証明書
4. 所属教会牧師・役員会の推薦状
5. 医師の健康診断書（保健所の診断項目程度）
6. 召命に関する短文
7. 受験料　20,000 円

学　費

奨学金
日本聖書神学校には将来伝道者となるべく献身の志を堅持しながら、経済的な理由により就学困難な者を援助する
ための「伝道者奨学金」があります。これは諸教会や日本聖書神学校後援会が神学生のために拠出する奨学金で、
卒業後に伝道者となって教会の働きに就いた者には返済が免除されます。

学生寮
男性・女性 20 名まで入寮できます。家族寮もあります。

お問い合せ
履修要項、過去問題集などありますので、お問い合わせください。願書は総務部にご請求ください。　
問い合せ時間：10：00 ～ 18：00（月～金）

入学金 100,000 円
授業料（年額）264,000 円
設備利用料（年額）20,000 円（１年次のみ）
入学金および授業料は分納が可能です。


